















             岡山孤児院の里預制について 
             －里預制に現代的意義を学ぶ－ 
   
 






































































 日露戦争（明治 37年～明治 38年）後には、宗教家や篤志家の手によって、「集団養育よ
りも個人委託がよい」とされるが、一方で、里親による虐待があり、「里親取締規則」が作
られた時代でもある。 








は半減していた。この中で、昭和 22年 5月 5日、戦後第 1回の児童福祉週間が実地され、
5月 18日には第 1回全国児童福祉大会が開催された。占領軍当局の努力もあり、里親制度
が取り上げられ、翌年 1月の児童福祉法とともに、まったく新しい制度として発足した。 
 児童の奴隷化を防ぐため、昭和 24年 6月には「同居児童届出制度」が追加された。 













 三吉は、①日本の家族制度が持つ封鎖性 ②里親制度に対する誤解 ③制度的な環境要
因 ④里親の専門性の 4つの問題点を指摘する。 
 その指摘に従って私論を述べることにしたい。 
 ① 日本の家族制度が持つ封鎖性 
   我が国では「家族」と表される場合、血のつながった親子、兄弟姉妹を表すことが 
  多い。血のつながりを前提としているため、それがない親子関係はうまくいかない、 
  とする意識があったのではないかと考えられる。 
 ② 里親制度に対する誤解 
   里親制度は、要保護児童のための政策である。 
   しかし、里親制度と類似の制度に「養子縁組」がある。戦後の日本は、里親制度を 
  「養子縁組のための試験期間」として理解されていた側面があり、たとえば、児童福 
  祉法第 6条の 4には、「この法律で、里親とは … 要保護児童を養育することを希望 
  する者であって、養子縁組によって養親となることを希望するものその他のこれに類 
  するものとし …」とある。つまり、里親の定義に養子縁組の希望者が含まれている 
  ことになる。 
   だが、養子縁組と里親制度は「一時的な保護養育制度」と「恒久的な身分制度」で 
  あり、その性格には差があるものである。養子縁組が児童にとって良い影響があるこ 
  とを否定することはできない。しかし、養子縁組を、つまり、「いずれ自分の子になる 
  こと」を前提として里親制度を進めると、里親の方が里子に過剰な希望や期待を抱い 
  てしまい、マッチングの際に上手くいかない事、自分の希望通りの子が現れると、児 




 ③ 制度的な環境要因 
   里親制度は法的な規定が少ない。特に里親子関係について、親権が実親から移され 
  るという規定がないため、里親を解除し、児童を無理やりにでも引き取ろうとする親 
  に対して、里親は無力となりやすい。また、具体的に児童の何を保証し、そのために 
  どのような義務があるのか、という規定が不十分であると考えられる。こうした規定 
  をもとに、措置費の充実や訪問指導の方法などが考案されるべきではないだろうか。 
 ④ 里親の専門性 
   養育や育児は児童のニードや状態などに応じて適切に行われることが望ましい。問 
  題を抱えた要保護児童の場合はなおさらであろう。 
   現在の里親制度は、ボランティアの善意にのみ頼っている状況にある。そこには、 
  「ボランティア＝素人への委託」という意識がある。里親となることを希望する者の 
  モチベーションを低下させ、そこで里親子間に問題が生じ、結果として委託解除にな 


















 （ア）1人の里預児を乳幼児期から学齢期まで 5年以上の養育経験を持ち、茶臼原孤児 
    院への移転などの成功例を持つ里親 
 （イ）2人以上の里預児の養育が合わせて乳幼児期から学齢期まで 5年以上となり、 
    うち１人以上茶臼原孤児院への移転などの成功例を持つ里親 
 （ウ）2人以上の同年齢の里預児を別々に 3年以上養育し、うち 1人以上を茶臼原孤児 
    院への移転など成功例を持つ里親 
 （エ）1人の里預児を 5年以上養育し、それに加えもう 1人の里預児を 1年以上養育し、 
    うち 1人以上を茶臼原孤児院へ移転するなどの成功例を持つ里親 
 （オ）3人以上の里預児の養育期間が合わせて 6年以上、うち 1人を 3年以上養育し、 
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